
１．業種別労働災害発生件数

２．事故の型別・起因物別発生割合

３．月別労働災害発生件数推移（全産業前年比） ４．労働災害死亡者数

５．労働災害の動向

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

110 

120 

130 

50 

22 
21 

2 

26 

5 10 11 12 

47 

28 
17 

5 

23 
15 13 12 

18 

平成25年 

平成24年 

平成25年 
（  平成25年 5月末  ）     

      速報値      

福井労働基準監督署 

墜落・転落 

16% 

転倒 

31% 

激突 

4% 飛来・落下 

3% 

崩壊・倒壊 

3% 

はさまれ・巻き込まれ 

21% 

切れ・こすれ 

7% 

交通事故 

3% 

動作の反動 

4% 

その他 

8% 
事故型別 

動力機械 

17% 

物上げ装置・

動力運搬機械 

21% 

その他の装置 

12% 

仮設物・建築

物 

32% 

物質・材料 

7% 

荷 

6% 

その他  

5% 

起因物別 

 

 

38 42 
32 

24 23 

46 

49 

33 

43 

30 
33 

48 40 

29 

33 

49 
45 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

平成25年 
平成24年 

0 

25 

50 

75 

100 

125 

150 

175 

200 

平成25年 平成24年 

159  
178 

全業種同期比較 

 

 （平成25年） 

 全業種         １ 件 
   
   （内訳） 
 

 その他の事業     １件 
   
  

  

＜死亡災害＞ 

 その他の事業で死亡災害が１件発生している。                                                               

                                                                                                                                                                    
 ＜休業災害＞ 

 前年同期と比べると減少傾向にあるが、死亡災害が１件発生している。 
  

＜事故の型・起因物別＞ 

 事故の型では転倒災害が、起因物では仮設物・建築物による災害の割合が高く、それぞれ全体の約３割を占めている。 
 


